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Reaction of the linear tetradentate phosphine ligands meso-dpmppe (meso-L2) and rac-

dpmppe (rac-L2) with [Cu(CH₃CN)₄]BF₄, PPh₃, and NaBH₄ in CH₃CN/CH₃OH gave dinuclear 
copper hydride complexes [Cu₂H(meso-L2)(PPh₃)₂]BF₄ and [Cu₂H(rac-L2)(PPh₃)₂]BF₄, 
respectively. They were characterized by X-ray crystallography and various spectroscopic 
analysis. 
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貴金属の代替材料として安価な銅を用いたヒドリド錯体は、水素化反応、  

CO2 還元反応などの触媒反応への応用や水素貯蔵

材料設計への可能性から近年注目されている。 1)当

研 究 室 で は 、 直 鎖 状 四 座 ホ ス フ ィ ン 配 位 子 

Ph2PCH2P(Ph)(CH2)nP(Ph)CH2PPh2 (Ln) (n = 1 ～  4) 

(Figure 1)を用いて、さまざまな新奇有機金属錯体の合成

や反応開発を行ってきた。最近、L3に支持された銅二核

ヒドリド錯体[Cu₂H(meso-L3)(PPh₃)₂]PF₆が CO₂のヒドロ

シリル化反応と水素化反応の良好な触媒となることを報告した。2) 

本研究では、直鎖状四座ホスフィン配位子 meso-dpmppe (meso-L2)と rac-dpmppe 

(rac-L2) を支持配位子とする銅二核ヒドリド錯体の合成を行った。meso-L2, rac-L2に

[Cu(CH₃CN)₄]BF₄, PPh₃, NaBH₄を CH₃CN/CH₃OH 中で反応させると、銅二核ヒドリド

錯 体 [Cu₂H(meso-L2)(PPh₃)₂]BF₄, [Cu₂H(rac-L2)(PPh₃)₂]BF₄ が そ れ ぞ れ 得 ら れ た 

(Scheme 1)。これらの錯体を単結晶 X線構造解析や各種分光分析により解析し、錯体

の構造を明らかにした。 
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